
　広報委員会の仲間である誠道町の岡野貞俊さんの訃報を一月に聞きびっくりした。本人から
体調を崩していると聞いていたが，あまりに早い別れであった。もっと長く一緒にと思わせるよ
うな人柄であった。世の無常を思わざるを得ない。奇しくも、「ことぶき第58号」の［潮風］（2
ページ）に記載されている『三方よし』が、岡野さんの貴重な遺稿になってしまった。今となっ
てはご冥福を祈るのみである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会）
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外
江
海
峡
句
会

ど
の
顔
も
秀
才
ら
し
く
受
験
生

板
倉

　弘
明（
外
江
町
）

電
柱
の
北
面
の
み
や
雪
化
粧

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

前
向
き
な
言
葉
並
べ
て
初
硯

足
立

　春
美（
外
江
町
）

お
だ
や
か
な
団
ら
ん
の
時
年
始
め

渡
部

　瑞
子（
日
ノ
出
町
）

赤
貝
の
煮
つ
け
大
皿
母
の
味

篠
原

　道
江（
元

　町
）

　

 

余
子
俳
句
同
好
会

寒
桜
ま
だ
か
ま
だ
か
と
傘さ

ん
じ
ゅ
び
と

寿
人

池
淵

　靖
夫（
中
野
町
）

行
く
雲
に
糸
か
け
凧
と
す
る
遊
び

大
谷

　和
三（
竹
内
町
）

百
幹
の
竹
の
ざ
わ
め
き
彼ひ

が

ん岸
西に

　
し風

坂
井

　貴
子（
竹
内
町
）

春
立
つ
や
さ
て
何
を
す
る
こ
の
先
は

大
隅

　
　静（
竹
内
町
）

　

 

潮
騒
俳
句
会

接
岸
の
巨
船
に
春
光
惜
し
み
な
く

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

み
ど
り
児
の
知
恵
の
ふ
く
ら
む
芽
吹
か
な

出
木

　俊
子（
馬
場
崎
町
）

早
春
の
調
べ
奏
づ
る
村
の
川 

坂
井

　貴
子（
竹
内
町
）

春
疾は

や

て風
バ
ス
待
ち
刻
の
み
だ
れ
髪

渡
部

　瑞
子（
日
ノ
出
町
）

俳
人
に
覗
き
込
ま
れ
て
水
ぬ
る
む

大
谷

　和
三（
竹
内
町
）

川
柳　

 

境
港
さ
つ
き
川
柳
会

初
日
の
出
昭
和
百
年
我
九
十

門
永

　慈
子（
上
道
町
）

初
誕
生
大
物
に
な
る
こ
の
笑
顔

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

老
い
て
こ
そ
幼
な
な
じ
み
の
ま
ん
ま
ご
と

永
見

　泰
二（
新
屋
町
）

さ
い
わ
い
を
ぐ
る
巻
き
に
し
て
巳
が
包
む

渋
谷

　博
子（
上
道
町
）

ト
ラ
ン
プ
氏
次
々
花
火
自
己
主
張

徳
尾

　
　勝（
上
道
町
）

ト
ラ
ン
プ
に
や
っ
て
た
ま
る
か
平
和
賞

由
浪

　容
子（
誠
道
町
）

亡
母
の
面
巡
り
め
ぐ
っ
て
我
が
顔
に

門
永

　清
美（
蓮
池
町
）

ち
ぎ
れ
雲
そ
の
ま
ま
で
ゆ
け
そ
れ
が
好
き

南
家

　朝
子（
渡

　町
）

初
詣
行
け
ぬ
老
身
神
に
わ
び

中
井

　一
榮（
上
道
町
）

花
巡
り
境
台
場
も
お
気
に
入
る

篠
原

　道
江（
元

　町
）

干
支
人
形
自
分
の
た
め
に
買
い
ま
し
た

田
口

　清
子（
松
ケ
枝
町
）

一
服
に
思
わ
ず
み
か
ん
手
が
伸
び
る

雲
内

　恭
子（
渡

　町
）

野
菜
高
騰
キ
ャ
ベ
ツ
一
玉
躊
躇
す
る

伊
野
美
津
子（
馬
場
崎
町
）

蕗
の
と
う
春
が
巡
っ
て
顔
を
出
す

熊
川
よ
し
の（
竹
内
町
）

ホームページは
コチラから
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【
個
人
表
彰
】

  

今
回
の
受
賞
に
当
た
っ
て

広
報
委
員
長
　安
田
　正
志

　
令
和
６
年
度
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

行
事
は
県
老
連
計
画
を
含
め
る
と
８
月
か
ら
１
月

ま
で
非
常
に
密
に
な
り
、会
員
の
皆
様
に
は
参
加

要
請
を
お
願
い
し
て
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

ご
協
力
の
お
陰
で
計
画
通
り
今
年
度
の
行
事
を
実

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。参
加
し
て
頂
い
た
多

数
の
皆
様
お
よ
び
担
当
し
た
各
委
員
会
委
員
に
紙

面
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も「
住
ん
で
よ
か
っ
た
境
港
市
・
入
っ
て
良

か
っ
た
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」を
目
指
し
て
会
員
の
健

康
維
持
増
進
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
地
域
に
住
ま
わ

れ
る
高
齢
者
宅
へ
の
友
愛
訪
問
と
見
守
り
・
施
設

で
の
傾
聴
活
動
と
講
演
会
・
地
域
で
活
動
し
て
い
る

伝
統
文
化
を
披
露
す
る
文
化
祭
と
作
品
展
・
済
生

会
境
港
総
合
病
院
周
辺
の
清
掃
作
業
等
を
市
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方
と
一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
に
は
県
老
連
主
催
の
地
域
文
化
伝

承
館
に
ス
テ
ー
ジ
と
ブ
ー
ス
に
市
寿
連
の
６
団
体

が
参
加
し
て
全
国
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
に
伝
統
芸

能
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。こ
の
準
備
に
４
日
間

お
手
伝
い
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
そ
の
他「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
」の
境
港
市
担
当
で
開
催
さ
れ
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
市
寿
連
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
前
年
度
か
ら
の
練
習
成
果
と
選
手
の
頑
張
り

で
、１
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
で
見
事
に
３
位
入
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、今
年
の
成
果
を
参
考
に
し
て
も
っ
と

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
易
く
、楽
し

め
る
行
事
を
役
員
一
同
で
計
画
し
て
行
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
川
口 

昭
一

令
和
６
年
度
後
半
の

　
　
　
　行
事
を
振
り
返
っ
て

「
こ
と
ぶ
き
60
号
」を
喜
び
て

　
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
誕
生
し
ま
し
た
の
は
、昭
和
39
年

９
月
で
、60
年
を
重
ね
ま
し
た
。広
報

（
こ
と
ぶ
き
号
）の
創
刊
は
平
成
３
年
３
月
で
す

が
、こ
の
号
で
60
号
を
数
え
ま
し
た
。

　
大
き
な
節
目
と
し
て
、平
成
26
年
10
月
に
創

立
50
周
年
を
喜
ぶ「
創
立
50
周
年
式
典
」が
行
わ

れ
、永
遠
に
残
る「
境
港
市
こ
と
ぶ
き
連
合
会
創

立
50
周
年
記
念
誌
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
の
視
点
か
ら
こ
の
10
年
間
、第
50
号
か

ら
第
60
号
ま
で
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
的
に
た
ど
っ

て
み
ま
す
と
、１
年
１
回
発
行
が
２
回
と
な
り
、

記
録
写
真
が
一
部
カ
ラ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。35
号

（
平
成
24
年
３
月
）で
は
、我
が
連
合
会
活
動
も
国

際
化
。平
成
23
年
12
月
２
日
大
韓
老
人
ソ
ウ
ル

連
合
会
か
ら
37
名
を
迎
え
て
の
国
際
交
流
を
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。第
46
号（
平
成
30
年

３
月
）で
は
先
進
地
連
合
と
い
う
名
指
し
を
頂
い

て
、愛
媛
県
今
治
市
か
ら
22
名
の
視
察
団
を
迎

え
て
の
交
流
会
を
特
集
し
ま
し
た
。

　「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」は
継
続
の
礎
が
確

立
し
、市
長
・
議
長
・
わ
が
会
長
含
め
、毎
回
市
長

室
で
の
作
品
審
査
会
は
県
内
に
は
珍
し
く
、多
く

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、更
に
、石
破
総
理
大
臣
が
力
説
さ
れ
る

「
楽
し
い
日
本
」、そ
の
推
進
団
体
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

（
広
報
委
員
　遠
藤
　量
）

潮 風潮 風

　
平
成
29
年
12
月
に
門

脇
真
澄
前
会
長
が
現
職

の
ま
ま
急
逝
さ
れ
た
。

私
も
か
つ
て
県
退
職
校

長
会
総
務
研
修
部
長
の

役
職
に
あ
り
、
当
時
の

 

川
口 

昭
一
会
長

　
　
　全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
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【
団
体
表
彰
】

  

女
性
委
員
会
の
受
賞
に
当
た
っ
て

こ
と
ぶ
き
市
寿
連
会
長
　川
口
　昭
一

【
個
人
表
彰
】

 

山
本
　 

修
　    （
竹
内
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

 

松
本
　
雪
江     （
高
松
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

 

武
良
　
節
子     （
高
松
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

 

松
本
　
信
子     （
外
江
第
二
明
生
会
）

 

鈴
木
　
妙
子     （
皇
の
松
壮
生
会
）

【
団
体
表
彰
】

 

福
定
町
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会 

（
会
長 

湯
原 

み
ど
り
）

 

竹
内
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ 

（
会
長 

渡
邊 

真
紀
夫
）

 

新
屋
長
生
会 

（
会
長 

田
口 

数
雄
）

 

小
篠
津
町
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ 

（
会
長 

角
　
甫
）

【
団
体
表
彰
】

 

三
軒
屋
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ（
会
長
　
松
本 

　
功
）

【
団
体
表
彰
】

 

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
長 

川
口 
昭
一
）

　
女
性
委
員
会

は
結
成
以
来
、毎

年
数
度
に
わ
た
っ

て
一
人
暮
ら
し
の

老
人
に
対
す
る
友

愛
訪
問
や
介
護
施

設
訪
問
を
行
っ
て

き
た
。ま
た
平
成

25
年
か
ら
は
多
く
の
会
員
を
集
め
た「
こ
と
ぶ
き

研
修
会
」を
開
催
し
、講
師
を
招
い
て
現
在
の
会
員

が
抱
え
る
問
題
点
を
演
目
に
取
り
上
げ
掘
り
下
げ

て
き
て
い
る
。更
に
当
地
な
ら
で
は
の「
魚
教
室
」も

令
和
５
年
度
よ
り
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
女
性
な
ら
で
は
の
着
眼
点
を

生
か
し
、会
員
相
互
の
親
睦
、交
流
お
よ
び
健
康
に

関
す
る
知
識
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。

　
今
回
、専
門
部
会
で
あ
る
女
性
委
員
会
活
動
に

対
し
て
全
国
表
彰
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
事
で
、

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

 

女
性
委
員
会

　
　
　全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

現委員長
渡辺洋子さん

前委員長
庄司正子さん

ま
さ
に「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」活
動
に
対
す
る
称
賛

で
あ
り
、誠
に
素
晴
ら
し
く
皆
さ
ん
で
喜
ん
で
差
し

上
げ
た
い
。

最
大
課
題
で
あ
っ
た「
鳥
取
教
育
の
日
」実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
た
。そ
の
実
現
を
求
め
る
県
大

会
を
米
子
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、い
か
に
大

人
数
を
集
め
ら
れ
る
か
で
西
部
地
区
各
種
団
体
の

責
任
者
に
も
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
協
力
を
お
願
い

し
た
。そ
の
時
、際
立
っ
て
積
極
的
態
度
を
示
さ
れ

た
の
が
門
脇
前
会
長
で
あ
っ
た
。使
命
感
の
強
い

方
だ
と
感
じ
た
。そ
の
様
な
偉
大
な
前
会
長
の
後

任
選
び
は
難
儀
を
極
め
た
と
聞
い
て
い
る
。さ
ら

に
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
会
員
数
も

２
０
０
０
名
を
優
に
超
え
、活
動
行
事
も
多
く
参

加
者
も
多
い
。

　
そ
の
様
な
な
か
で
新
会
長
に
選
ば
れ
た
の
が
川

口
昭
一
氏
で
あ
っ
た
。傍
か
ら
見
れ
ば
、将
に「
火
中

の
栗
を
拾
う
」出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
し
か
あ
る

ま
い
。そ
の
事
だ
け
で
も
氏
の
力
量
や
人
柄
が
し
の

ば
れ
る
。

　
会
長
就
任
後
の
日
本
は
、様
々
な
ひ
ず
み
を
抱

え
、全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
新
入
会
員
の
減
少
と

か
、指
導
者
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
悩
ま
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
川
口
会
長
の
全
国
表
彰
は
県
理
事
と

し
て
の
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
為
と
い
う
。し
か

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、境
港
の
こ

と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
頑
張
り
続
け
ら
れ
た
こ

と
に「
会
長 

永
ら
く
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。全
国
表

彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
い
う
の
が
会
員

や
市
民
の
素
朴
な
感
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
の
様

な
声
を
代
弁
し
て
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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個
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今
回
の
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に
当
た
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て
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報
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長
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田
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和
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８
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迷
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齢
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ク
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指
し
て
会
員
の
健

康
維
持
増
進
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
地
域
に
住
ま
わ

れ
る
高
齢
者
宅
へ
の
友
愛
訪
問
と
見
守
り
・
施
設

で
の
傾
聴
活
動
と
講
演
会
・
地
域
で
活
動
し
て
い
る

伝
統
文
化
を
披
露
す
る
文
化
祭
と
作
品
展
・
済
生

会
境
港
総
合
病
院
周
辺
の
清
掃
作
業
等
を
市
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方
と
一
緒
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
に
は
県
老
連
主
催
の
地
域
文
化
伝

承
館
に
ス
テ
ー
ジ
と
ブ
ー
ス
に
市
寿
連
の
６
団
体

が
参
加
し
て
全
国
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
に
伝
統
芸

能
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。こ
の
準
備
に
４
日
間

お
手
伝
い
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
そ
の
他「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
」の
境
港
市
担
当
で
開
催
さ
れ
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
市
寿
連
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
前
年
度
か
ら
の
練
習
成
果
と
選
手
の
頑
張
り

で
、１
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
で
見
事
に
３
位
入
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、今
年
の
成
果
を
参
考
に
し
て
も
っ
と

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
易
く
、楽
し

め
る
行
事
を
役
員
一
同
で
計
画
し
て
行
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
川
口 

昭
一

令
和
６
年
度
後
半
の

　
　
　
　行
事
を
振
り
返
っ
て

「
こ
と
ぶ
き
60
号
」を
喜
び
て

　
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
誕
生
し
ま
し
た
の
は
、昭
和
39
年

９
月
で
、60
年
を
重
ね
ま
し
た
。広
報

（
こ
と
ぶ
き
号
）の
創
刊
は
平
成
３
年
３
月
で
す

が
、こ
の
号
で
60
号
を
数
え
ま
し
た
。

　
大
き
な
節
目
と
し
て
、平
成
26
年
10
月
に
創

立
50
周
年
を
喜
ぶ「
創
立
50
周
年
式
典
」が
行
わ

れ
、永
遠
に
残
る「
境
港
市
こ
と
ぶ
き
連
合
会
創

立
50
周
年
記
念
誌
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
の
視
点
か
ら
こ
の
10
年
間
、第
50
号
か

ら
第
60
号
ま
で
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
的
に
た
ど
っ

て
み
ま
す
と
、１
年
１
回
発
行
が
２
回
と
な
り
、

記
録
写
真
が
一
部
カ
ラ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。35
号

（
平
成
24
年
３
月
）で
は
、我
が
連
合
会
活
動
も
国

際
化
。平
成
23
年
12
月
２
日
大
韓
老
人
ソ
ウ
ル

連
合
会
か
ら
37
名
を
迎
え
て
の
国
際
交
流
を
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。第
46
号（
平
成
30
年

３
月
）で
は
先
進
地
連
合
と
い
う
名
指
し
を
頂
い

て
、愛
媛
県
今
治
市
か
ら
22
名
の
視
察
団
を
迎

え
て
の
交
流
会
を
特
集
し
ま
し
た
。

　「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」は
継
続
の
礎
が
確

立
し
、市
長
・
議
長
・
わ
が
会
長
含
め
、毎
回
市
長

室
で
の
作
品
審
査
会
は
県
内
に
は
珍
し
く
、多
く

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、更
に
、石
破
総
理
大
臣
が
力
説
さ
れ
る

「
楽
し
い
日
本
」、そ
の
推
進
団
体
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

（
広
報
委
員
　遠
藤
　量
）

潮 風潮 風

　
平
成
29
年
12
月
に
門

脇
真
澄
前
会
長
が
現
職

の
ま
ま
急
逝
さ
れ
た
。

私
も
か
つ
て
県
退
職
校

長
会
総
務
研
修
部
長
の

役
職
に
あ
り
、
当
時
の

 

川
口 

昭
一
会
長

　
　
　全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
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【
団
体
表
彰
】

  

女
性
委
員
会
の
受
賞
に
当
た
っ
て

こ
と
ぶ
き
市
寿
連
会
長
　川
口
　昭
一

【
個
人
表
彰
】

 

山
本
　 

修
　    （
竹
内
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

 

松
本
　
雪
江     （
高
松
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

 

武
良
　
節
子     （
高
松
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

 

松
本
　
信
子     （
外
江
第
二
明
生
会
）

 

鈴
木
　
妙
子     （
皇
の
松
壮
生
会
）

【
団
体
表
彰
】

 

福
定
町
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会 

（
会
長 

湯
原 

み
ど
り
）

 

竹
内
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ 

（
会
長 

渡
邊 

真
紀
夫
）

 

新
屋
長
生
会 

（
会
長 

田
口 

数
雄
）

 

小
篠
津
町
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ 

（
会
長 

角
　
甫
）

【
団
体
表
彰
】

 

三
軒
屋
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ（
会
長
　
松
本 

　
功
）

【
団
体
表
彰
】

 

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
長 

川
口 

昭
一
）

　
女
性
委
員
会

は
結
成
以
来
、毎

年
数
度
に
わ
た
っ

て
一
人
暮
ら
し
の

老
人
に
対
す
る
友

愛
訪
問
や
介
護
施

設
訪
問
を
行
っ
て

き
た
。ま
た
平
成

25
年
か
ら
は
多
く
の
会
員
を
集
め
た「
こ
と
ぶ
き

研
修
会
」を
開
催
し
、講
師
を
招
い
て
現
在
の
会
員

が
抱
え
る
問
題
点
を
演
目
に
取
り
上
げ
掘
り
下
げ

て
き
て
い
る
。更
に
当
地
な
ら
で
は
の「
魚
教
室
」も

令
和
５
年
度
よ
り
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
女
性
な
ら
で
は
の
着
眼
点
を

生
か
し
、会
員
相
互
の
親
睦
、交
流
お
よ
び
健
康
に

関
す
る
知
識
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。

　
今
回
、専
門
部
会
で
あ
る
女
性
委
員
会
活
動
に

対
し
て
全
国
表
彰
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
事
で
、

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰

 

女
性
委
員
会

　
　
　全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

現委員長
渡辺洋子さん

前委員長
庄司正子さん

ま
さ
に「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」活
動
に
対
す
る
称
賛

で
あ
り
、誠
に
素
晴
ら
し
く
皆
さ
ん
で
喜
ん
で
差
し

上
げ
た
い
。

最
大
課
題
で
あ
っ
た「
鳥
取
教
育
の
日
」実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
た
。そ
の
実
現
を
求
め
る
県
大

会
を
米
子
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、い
か
に
大

人
数
を
集
め
ら
れ
る
か
で
西
部
地
区
各
種
団
体
の

責
任
者
に
も
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
協
力
を
お
願
い

し
た
。そ
の
時
、際
立
っ
て
積
極
的
態
度
を
示
さ
れ

た
の
が
門
脇
前
会
長
で
あ
っ
た
。使
命
感
の
強
い

方
だ
と
感
じ
た
。そ
の
様
な
偉
大
な
前
会
長
の
後

任
選
び
は
難
儀
を
極
め
た
と
聞
い
て
い
る
。さ
ら

に
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
会
員
数
も

２
０
０
０
名
を
優
に
超
え
、活
動
行
事
も
多
く
参

加
者
も
多
い
。

　
そ
の
様
な
な
か
で
新
会
長
に
選
ば
れ
た
の
が
川

口
昭
一
氏
で
あ
っ
た
。傍
か
ら
見
れ
ば
、将
に「
火
中

の
栗
を
拾
う
」出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
し
か
あ
る

ま
い
。そ
の
事
だ
け
で
も
氏
の
力
量
や
人
柄
が
し
の

ば
れ
る
。

　
会
長
就
任
後
の
日
本
は
、様
々
な
ひ
ず
み
を
抱

え
、全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
新
入
会
員
の
減
少
と

か
、指
導
者
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
悩
ま
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
川
口
会
長
の
全
国
表
彰
は
県
理
事
と

し
て
の
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
為
と
い
う
。し
か

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、境
港
の
こ

と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
頑
張
り
続
け
ら
れ
た
こ

と
に「
会
長 

永
ら
く
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。全
国
表

彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
い
う
の
が
会
員

や
市
民
の
素
朴
な
感
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
の
様

な
声
を
代
弁
し
て
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
五
回 

幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会

　 
徐
々
に
定
着
、発
展
を

　
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
幸
せ
つ
な
ぐ

川
柳
大
会
」は
今
年
５
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

今
回
の
課
題
は「
船
」と
し
て
公
募
。計
86
点
の

句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
審
査
は
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
か
ら
の

選
考
委
員
の
ほ
か
、例
年
の
通
り
、境
港
市
長

及
び
市
議
会
議
長
に
も
審
査
員
と
し
て
選
考

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、三
賞
及
び
入
選
の
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
三
賞
、入
選
者
の
表
彰
式
は
11
月
７
日（
木
）

新
装
に
な
っ
た
市
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
の
第

58
回「
こ
と
ぶ
き
文
化
祭
」の
席
上
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」と
言
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
思
い
を
込
め
た
こ
の
大
会
は
徐
々
に

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。さ
ら
な
る
発
展
を
期

待
し
ま
す
。

境
港
市
長
賞

　
出
入
り
す
る
　
船
を
か
ぞ
え
し
　
子
供
の
日

　
　
　
　
　
　
　
花
町
　
北
農
　
幸
恵

境
港
市
議
会
議
長
賞

　
昼
下
が
り
　
居
間
で
ふ
ね
こ
ぐ
　
母
愛い

と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
町
　
榧
野
　
紀
美

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
賞

　
船
が
着
く
　
急
げ
キ
タ
ロ
ウ
　
ゲ
タ
鳴
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
篠
津
町
　
角
　
　
　
甫

入
選
作
品
　十
点

　
泥
船
に
　
老
後
の
金
が
　
積
ん
で
あ
る

幸
神
町
　
吉
村
　
尚
久

　
鬼
太
郎
も
　
豪
華
客
船
　
お
見
送
り

新
屋
町
　
阿
部
　
春
代

　
豊
漁
の
　
漁
船
嬉
し
い
　
大
漁
旗

外
江
町
　
池
　
久
満
太

　
深
海
に
　
眠
る
戦
禍
の
　
船
幾
多

誠
道
町
　
由
浪
　
容
子

　
妻
は
　
船
舵
と
る
夫
と
　
海
原
へ

元
町
　
篠
原
　
道
江

　
そ
の
昔
　
ポ
ン
ポ
ン
船
で
　
通
学
し

渡
町
　
田
口
　
清
子

　
ご
繁
盛
　
入
船
出
船
　
さ
ん
こ
節

蓮
池
町
　
門
永
　
清
美

　
ふ
る
さ
と
へ
　
心
の
船
が
　
動
き
出
す

中
野
町
　
香
月
富
貴
江

　
嫁
入
り
も
　
里
帰
り
も
知
る
　
渡
し
船

高
松
町
　
松
本
　
雪
江

　
人
生
の
　
船
出
を
祝
う
　
ド
ラ
の
音

清
水
町
　
山
本
多
惠
美

市長賞（北農 幸恵さん）

市議会議長賞（榧野 紀美さん）

市寿連会長賞（角　甫さん）
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今
年
の
新
年
研
修
会
は
令
和
７
年
１
月
15
日

（
水
）、境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
港
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
」代
表
の
松
尾
ゆ
う
へ
い
氏
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
、そ
の
後
、米
子
市
の
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
に

会
場
を
移
し
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
会
長
以
下
当
連
合
会
か
ら
39
名
、

来
賓
と
し
て
市
か
ら
伊
達
市
長
、黒
崎
福
祉
部
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
佐
篠
会
長
、さ
ら
に
講
演

会
講
師
の
松
尾
ゆ
う
へ
い
氏
も
お
迎
え
し
、和
や
か

な
中
に
も
有
意
義
な
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
11
月
７
日
、改
装
済
み
の
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
天
候
の
不
順
や
他

行
事
と
の
重
な
り
と
苦
慮
し
ま
し
た
が
、昨
年
と

同
様
２
５
６
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
川
柳
表
彰
に
は「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」や

「
高
齢
者
の
為
の
交
通
安
全
川
柳
大
会
」で
多
数
が

表
彰
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
口
ず
さ
み
た
い
様
な

作
品
で
し
た
。

　
演
芸
発
表
は
10
団
体
57
名
の
出
演
で
、力
強
い

「
詩
吟
」か
ら「
傘
踊
り
」、あ
い
き
ょ
ー
会
の「
詐
欺

　
11
月
13
日（
水
）、総
務
、広
報
、若
手
の
３
委
員

会
の
有
志
12
名
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、島
根

半
島
の
美
保
関
林
道
を
経
由
し
て
、佐
太
神
社
、熊

野
大
社
、そ
し
て
本
殿
が
国
宝
と
い
う
神
魂（
カ
モ

ス
）神
社
を
日
帰
り
で
巡
り
ま
し
た
。

　
神
在
月
の
出
雲
の
古
社
は
常
に
も
増
し
て
神
々

し
く
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
そ
の
お
か
げ
か
ど
こ

と
な
く
清
々
し
く
も
神
々
し
い
雰
囲
気
を
ま
と
わ

れ
た
様
で
し
た
。

総
務
委
員
会

３
委
員
会
、
合
同
の
日
帰
り
研
修

令
和
６
年
度

活
動
の

あ
し
あ
と

総
務
委
員
長
　山
本
　
　修

令
和
７
年 

こ
と
ぶ
き
新
年
研
修
会

国宝の神魂神社本堂

集会室（浜の里）で熱心に聴講

新年交流会

素敵なバイキング料理で皆さん大満足

文
化
委
員
会

第
58
回
こ
と
ぶ
き
文
化
祭

文
化
委
員
長
　渡
部
　靖
郎
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第
五
回 

幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会

　 

徐
々
に
定
着
、発
展
を

　
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
幸
せ
つ
な
ぐ

川
柳
大
会
」は
今
年
５
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

今
回
の
課
題
は「
船
」と
し
て
公
募
。計
86
点
の

句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
審
査
は
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
か
ら
の

選
考
委
員
の
ほ
か
、例
年
の
通
り
、境
港
市
長

及
び
市
議
会
議
長
に
も
審
査
員
と
し
て
選
考

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、三
賞
及
び
入
選
の
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
三
賞
、入
選
者
の
表
彰
式
は
11
月
７
日（
木
）

新
装
に
な
っ
た
市
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
の
第

58
回「
こ
と
ぶ
き
文
化
祭
」の
席
上
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」と
言
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
思
い
を
込
め
た
こ
の
大
会
は
徐
々
に

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。さ
ら
な
る
発
展
を
期

待
し
ま
す
。

境
港
市
長
賞

　
出
入
り
す
る
　
船
を
か
ぞ
え
し
　
子
供
の
日

　
　
　
　
　
　
　
花
町
　
北
農
　
幸
恵

境
港
市
議
会
議
長
賞

　
昼
下
が
り
　
居
間
で
ふ
ね
こ
ぐ
　
母
愛い

と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
町
　
榧
野
　
紀
美

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
賞

　
船
が
着
く
　
急
げ
キ
タ
ロ
ウ
　
ゲ
タ
鳴
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
篠
津
町
　
角
　
　
　
甫

入
選
作
品
　十
点

　
泥
船
に
　
老
後
の
金
が
　
積
ん
で
あ
る

幸
神
町
　
吉
村
　
尚
久

　
鬼
太
郎
も
　
豪
華
客
船
　
お
見
送
り

新
屋
町
　
阿
部
　
春
代

　
豊
漁
の
　
漁
船
嬉
し
い
　
大
漁
旗

外
江
町
　
池
　
久
満
太

　
深
海
に
　
眠
る
戦
禍
の
　
船
幾
多

誠
道
町
　
由
浪
　
容
子

　
妻
は
　
船
舵
と
る
夫
と
　
海
原
へ

元
町
　
篠
原
　
道
江

　
そ
の
昔
　
ポ
ン
ポ
ン
船
で
　
通
学
し

渡
町
　
田
口
　
清
子

　
ご
繁
盛
　
入
船
出
船
　
さ
ん
こ
節

蓮
池
町
　
門
永
　
清
美

　
ふ
る
さ
と
へ
　
心
の
船
が
　
動
き
出
す

中
野
町
　
香
月
富
貴
江

　
嫁
入
り
も
　
里
帰
り
も
知
る
　
渡
し
船

高
松
町
　
松
本
　
雪
江

　
人
生
の
　
船
出
を
祝
う
　
ド
ラ
の
音

清
水
町
　
山
本
多
惠
美

市長賞（北農 幸恵さん）

市議会議長賞（榧野 紀美さん）

市寿連会長賞（角　甫さん）
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今
年
の
新
年
研
修
会
は
令
和
７
年
１
月
15
日

（
水
）、境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
港
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
」代
表
の
松
尾
ゆ
う
へ
い
氏
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
、そ
の
後
、米
子
市
の
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
に

会
場
を
移
し
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
会
長
以
下
当
連
合
会
か
ら
39
名
、

来
賓
と
し
て
市
か
ら
伊
達
市
長
、黒
崎
福
祉
部
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
佐
篠
会
長
、さ
ら
に
講
演

会
講
師
の
松
尾
ゆ
う
へ
い
氏
も
お
迎
え
し
、和
や
か

な
中
に
も
有
意
義
な
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
11
月
７
日
、改
装
済
み
の
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
天
候
の
不
順
や
他

行
事
と
の
重
な
り
と
苦
慮
し
ま
し
た
が
、昨
年
と

同
様
２
５
６
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
川
柳
表
彰
に
は「
幸
せ
つ
な
ぐ
川
柳
大
会
」や

「
高
齢
者
の
為
の
交
通
安
全
川
柳
大
会
」で
多
数
が

表
彰
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
口
ず
さ
み
た
い
様
な

作
品
で
し
た
。

　
演
芸
発
表
は
10
団
体
57
名
の
出
演
で
、力
強
い

「
詩
吟
」か
ら「
傘
踊
り
」、あ
い
き
ょ
ー
会
の「
詐
欺

　
11
月
13
日（
水
）、総
務
、広
報
、若
手
の
３
委
員

会
の
有
志
12
名
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、島
根

半
島
の
美
保
関
林
道
を
経
由
し
て
、佐
太
神
社
、熊

野
大
社
、そ
し
て
本
殿
が
国
宝
と
い
う
神
魂（
カ
モ

ス
）神
社
を
日
帰
り
で
巡
り
ま
し
た
。

　
神
在
月
の
出
雲
の
古
社
は
常
に
も
増
し
て
神
々

し
く
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
そ
の
お
か
げ
か
ど
こ

と
な
く
清
々
し
く
も
神
々
し
い
雰
囲
気
を
ま
と
わ

れ
た
様
で
し
た
。

総
務
委
員
会

３
委
員
会
、
合
同
の
日
帰
り
研
修

令
和
６
年
度

活
動
の

あ
し
あ
と

総
務
委
員
長
　山
本
　
　修

令
和
７
年 

こ
と
ぶ
き
新
年
研
修
会

国宝の神魂神社本堂

集会室（浜の里）で熱心に聴講

新年交流会

素敵なバイキング料理で皆さん大満足

文
化
委
員
会

第
58
回
こ
と
ぶ
き
文
化
祭

文
化
委
員
長
　渡
部
　靖
郎
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第
32
回
こ
と
ぶ
き
作
品
展

　
12
月
の
７
日（
土
）、８
日（
日
）の
２
日
間
、浜
の

里
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
催
時
期
と
し
て

12
月
は
初
め
て
で
す
。天
候
不
順
の
中
、各
地
の
行

事
と
も
重
な
り
来
訪
者
は
１
２
７
名
と
振
る
い
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
作
品
を
ゆ
と
り
あ
る
姿
勢
で

鑑
賞
で
き
、作
者
を
思
い
出
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。時
に
は
作
品
に
掲
載
さ
れ
た
作

者
に
も
興
味
を
抱
か
れ
、こ
の
作
品
展
へ
の
関
心
を

深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
来
場
者
は
や
は
り
70
歳
以
上
が
多
く
、そ
の
子

供
や
孫
も
連
れ
て
来
た
く
な
る
よ
う
な
作
品
展
が

必
要
か
な
と
も
感
じ
ま
し
た
。

伝統芸能傘踊り

アッと驚きダンシングヒーロー

対
策
」、令
和
の
踊
り
、木
曽
路
の
雨
、明
日
坂
、松

竹
梅
、悠
久
の
譜
、き
な
ん
せ
節
、更
に
ダ
ン
シ
ン
グ

ヒ
ー
ロ
ー
と
、力
強
い
演
技
と
華
や
か
な
舞
踊
で
元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
い
つ
も
の
石
田
光
輝
さ
ん
の
出

演
で
歌
が
あ
り
、語
り
で
は
懐
か
し
い
境
港
の
風
景

を
。そ
し
て
最
後
に
は
出
演
者
と
来
賓
者
で
華
や

か
に「
鬼
太
郎
音
頭
」を
生
の
歌
声
で
華
や
か
に
踊

り
、盛
会
に
終
え
ま
し
た
。

7

　
令
和
７
年
１
月
23
日
、境
港
市
民
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
寒
と
は
い
う
も
の
の
13
度
と
暖
か
い
日
和
の

中
、参
加
さ
れ
た
１
２
０
名
の
皆
さ
ん
の
明
る
い
声

が
体
育
館
に
響
き
渡
り
、役
員
20
名
の
方
々
も
含

め
て
春
の
よ
う
な
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
に
よ
る
事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し

た
。皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
各
競
技
に
お
け
る
チ
ー
ム
の
順
位
は
次
の
通
り

で
し
た
。

　
１
等
賞
　
竹
内
チ
ー
ム（
渡
邉
真
紀
夫
チ
ー
ム
）

　
２
等
賞
　
中
浜
チ
ー
ム（
高
木
敏
行
チ
ー
ム
）

　
３
等
賞
　
外
江
明
生
チ
ー
ム（
東 

憲
一
チ
ー
ム
）

　
11
月
２
日
は
竜
ヶ
山
公
園
に
お
い
て
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
予
定
で
皆
様
に
ご
案
内
を
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、前
日
か
ら
つ
づ
く
悪
天
候
で

行
う
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
委
員
の

方
々
は
朝
か
ら
大
変
な
準
備
を
し
て
下
さ
り
、参

加
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、寒
く
雨
の
降
る
な
か
総

勢
30
名
も
の
人
が
集
ま
り
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
だ
け

で
も
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、境
港
警
察
署

交
通
課
の
安
部
様
に
よ
る
安
全
講
話
は
大
変
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

健
康
委
員
会

若
手
委
員
会

第
22
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
13
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

健
康
委
員
長
　竹
内
　健
治

若
手
委
員
長
　湯
浅
　明
美

120名による準備体操

境港警察による安全講話
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２
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開
催
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の
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は
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２
７
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振
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ま
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。し
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し
作
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を
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と
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あ
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姿
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鑑
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で
き
、作
者
を
思
い
出
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

も
出
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ま
し
た
。時
に
は
作
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に
掲
載
さ
れ
た
作

者
に
も
興
味
を
抱
か
れ
、こ
の
作
品
展
へ
の
関
心
を

深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
来
場
者
は
や
は
り
70
歳
以
上
が
多
く
、そ
の
子

供
や
孫
も
連
れ
て
来
た
く
な
る
よ
う
な
作
品
展
が

必
要
か
な
と
も
感
じ
ま
し
た
。

伝統芸能傘踊り

アッと驚きダンシングヒーロー

対
策
」、令
和
の
踊
り
、木
曽
路
の
雨
、明
日
坂
、松

竹
梅
、悠
久
の
譜
、き
な
ん
せ
節
、更
に
ダ
ン
シ
ン
グ

ヒ
ー
ロ
ー
と
、力
強
い
演
技
と
華
や
か
な
舞
踊
で
元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
い
つ
も
の
石
田
光
輝
さ
ん
の
出

演
で
歌
が
あ
り
、語
り
で
は
懐
か
し
い
境
港
の
風
景

を
。そ
し
て
最
後
に
は
出
演
者
と
来
賓
者
で
華
や

か
に「
鬼
太
郎
音
頭
」を
生
の
歌
声
で
華
や
か
に
踊

り
、盛
会
に
終
え
ま
し
た
。
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令
和
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年
１
月
23
日
、境
港
市
民
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
寒
と
は
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う
も
の
の
13
度
と
暖
か
い
日
和
の

中
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加
さ
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た
１
２
０
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の
皆
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ん
の
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る
い
声

が
体
育
館
に
響
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渡
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20
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も
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の
よ
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な
元
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ま
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た
。
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る
事
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も
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く
無
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了
し
ま
し
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で
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。

　
各
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内
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真
紀
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中
浜
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敏
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３
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外
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11
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２
日
は
竜
ヶ
山
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に
お
い
て
健
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ウ
ォ
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キ
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グ
の
予
定
で
皆
様
に
ご
案
内
を
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た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、前
日
か
ら
つ
づ
く
悪
天
候
で

行
う
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
委
員
の

方
々
は
朝
か
ら
大
変
な
準
備
を
し
て
下
さ
り
、参

加
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、寒
く
雨
の
降
る
な
か
総

勢
30
名
も
の
人
が
集
ま
り
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
だ
け

で
も
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、境
港
警
察
署

交
通
課
の
安
部
様
に
よ
る
安
全
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は
大
変
た
め

に
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り
ま
し
た
。

健
康
委
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手
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会
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22
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ニ
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ス
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ツ
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健
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ウ
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キ
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会
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内
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若
手
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浅
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境港警察による安全講話
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９
月
４
日
、こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
の
川
口
会
長
、市

社
協
の
永
井
局
長
、広
報
担
当
、他
９
名
の
女
性
委

員
で
施
設
訪
問
し
、日
頃
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
タ
オ

ル
や
手
作
り
雑
巾
等
を
集
め
て
持
参
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
も
あ
ら
か
た
治
ま
り
ま
し
た
の

で
、職
員
の
方
が
施
設
内
を
詳
し
く
案
内
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。浜
田
施
設
長
か
ら
は
幸
朋
苑
の
福
祉

施
設
と
し
て
の
概
要
を
説
明
し
て
頂
き
、私
た
ち
が

日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
費
用
の
事
や
入
所
条
件
等

に
関
す
る
質
問
に
も
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
幸
朋
苑
は
配
慮
の
行
き
届
い
た
施
設
で
あ
る
事

が
よ
く
理
解
で
き
、充
実
し
た
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
委
員
会

施
設
訪
問（
さ
か
い
幸
朋
苑
）

女
性
委
員
長
　渡
辺
　洋
子

会長自ら健康体操の指揮をビンゴの前に準備体操

贈呈品の目録をお渡し

介護者の負担軽減の為の器具も多く設置 タオルや雑巾がこんなに集まりました

9

　
平
成
26
年
度
に
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
、盛
大
な
記
念
大
会
を

開
催
し
て
以
来
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
川
口 

昭
一
会
長
よ
り
、そ
の
間
の
歴
史
を
集
積

保
存
し
て
今
後
に
備
え
た
い
の
で
創
立
60
周
年
記

念
の「
10
年
小
誌
」を
広
報
委
員
会
が
中
心
に
な
っ

て
作
成
願
い
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
広
報
委
員
各
位
に
は
知
恵
を
出
し
て
も

ら
い
、併
せ
て
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙「
こ
と
ぶ
き
」や

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
資
料
も
駆
使
し
て
作
業
を
進

め
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、理
事
の
方
々
や
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
も

様
々
な
資
料
や
文
章
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た「
十
年
間
の
思
い
出
」原
稿
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、小
誌
に
華
を

添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
間

の
歴
史
を
確
認

す
る
文
献
と
し

て
、ま
た
今
後
の

資
料
と
し
て
活

用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
８
月
24
日
、傾
聴
講
演
会
に
お
い
て「
認
知
症
の

人
の
声
を
伝
え
た
い
」を
テ
ー
マ
と
し
、91
人
の
参

集
を
得
て〝
み
な
と
テ
ラ
ス
〟に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
元
認
知
症
通
所
施
設
長
の
矢
崎
タ
ミ
コ

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で「
老
い・認
知
症
を
幸
せ
に
生
き
る
」た
め

に
は
、今
も
昔
も
人
と
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い

が
大
切
で
あ
り
、そ
の
基
盤
に
傾
聴
が
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。支
援
の
体
験
事
例
と
し
て「
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
で
な
く
、出
来
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
」と
い
う
お
話
し
に
は
多
く
の
学
び
が
あ
り
、そ

の
成
果
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
傾
聴
委
員
会
は「
傾
聴
」に
特
化
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
す
る
委

員
会
と
し
て
発
足
し
、も
う
10

年
を
迎
え
ま
し
た
。委
員
会
で

は
傾
聴
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ

る「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト・笑
顔・

う
な
づ
き
」と
い
う
重
要
性
を

深
く
理
解
し
、傾
聴
活
動
ば

か
り
で
な
く
日
常
会
話
で
の

取
入
れ
も
推
奨
し
、こ
れ
か
ら

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ひ
ろ
が
り
と
充
実
を
目
指

し
て
行
き
ま
す
。

傾
聴
委
員
会

広
報
委
員
会

令
和
６
年
度
傾
聴
講
演
会

60
周
年
記
念 「
10
年
小
誌
」の
発
行

傾
聴
委
員
長
　中
村
登
美
子

広
報
委
員
長
　安
田
　正
志

矢崎講師の講演

委員長からも一言

広報委員会のメンバー



8

　
９
月
４
日
、こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
の
川
口
会
長
、市

社
協
の
永
井
局
長
、広
報
担
当
、他
９
名
の
女
性
委

員
で
施
設
訪
問
し
、日
頃
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
タ
オ

ル
や
手
作
り
雑
巾
等
を
集
め
て
持
参
し
ま
し
た
。
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回
は
コ
ロ
ナ
も
あ
ら
か
た
治
ま
り
ま
し
た
の

で
、職
員
の
方
が
施
設
内
を
詳
し
く
案
内
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。浜
田
施
設
長
か
ら
は
幸
朋
苑
の
福
祉

施
設
と
し
て
の
概
要
を
説
明
し
て
頂
き
、私
た
ち
が

日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
費
用
の
事
や
入
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条
件
等

に
関
す
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質
問
に
も
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
幸
朋
苑
は
配
慮
の
行
き
届
い
た
施
設
で
あ
る
事

が
よ
く
理
解
で
き
、充
実
し
た
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
委
員
会

施
設
訪
問（
さ
か
い
幸
朋
苑
）

女
性
委
員
長
　渡
辺
　洋
子

会長自ら健康体操の指揮をビンゴの前に準備体操

贈呈品の目録をお渡し

介護者の負担軽減の為の器具も多く設置 タオルや雑巾がこんなに集まりました
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上
道
五
葉
会
　戸
塚
　扶
美
子

素
晴
ら
し
き
一
生

　「あ
の
時
を
覚
え
て
い
ま
す
か
」

地
区
ク
ラ
ブ
の
活
動

　
上
道
町
会
館
ふ
れ
あ
い
の
家
で
は
こ
と
ぶ
き
ク

ラ
ブ
の
会
員
を
は
じ
め
利
用
者
全
員
で
、賑
や
か
な

忘
年
会
を
し
ま
し
た
。幼
少
時
代
や
結
婚
式
な
ど

の
節
目
節
目
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
衣

装
を
凝
ら
し
、遠
い
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
し

た
。特
に
結
婚
式
組
は
時
代
的
に
も
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
を
着
用
し
た
事
は
な
く
、ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
い
ざ
着
用
し
よ
う
と
す
る
と
、ド
レ
ス
が
細
く
て

苦
し
い
と
か
、腰
が
曲
が
っ
て
歩
く
の
が
大
変
だ
と

言
い
な
が
ら
も
皆
の
顔
は
笑
！
笑
！
終
始
笑
顔
で

し
た
。

チョット若く戻りすぎ

アドリブでほんとの夫婦みたいな会話(笑)

結婚式組はなんと5夫婦も登場

当時こんな立派なランドセルは無かったな あの時みんな若かった！

11

３
３
０
０
カ
所
の
全
て
の
灯
台
か
ら
姿
を
消
し

た
と
い
う
。

　
有
人
灯
台
と
い
え
ば
、灯
台
守
の
生
活
を
描

い
た「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」と
い
う
映

画
が
思
い
出
さ
れ
る
。米
子
朝
日
町
の
映
画
館

（
朝
日
座
）で
、正
月
に
親
に
連
れ
ら
れ
て
見

に
行
っ
た
。そ
の
映
画
が
作
ら
れ
た
年
か
ら
逆

算
す
る
と
中
学
１
年
生
位
の
頃
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
の
記
憶
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
で
そ
の
映
画

を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
監
督
は
木
下
惠
介
、主
演
は
佐
田
啓
二
と

高
峰
秀
子
で
、灯
台
守
の
各
赴
任
地
で
の
春

夏
秋
冬
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い
る
。し

か
し
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
初
老
を
迎
え
た
有
沢
夫
妻（
佐
田
啓
二
と
高
峰
秀

子
）が
最
後
の
赴
任
地
と
な
っ
た
静
岡
県
の
御
前
崎
灯

台
に
佇
み
沖
合
を
行
く
外
航
船
を
待
ち
構
え
て
い
る
。

夫
妻
に
は
息
子
と
娘
の
２
人
の
子
供
が
い
た
が
、息
子

は
喧
嘩
が
も
と
で
既
に
亡
く
な
り
、残
さ
れ
た
娘
は
結

婚
が
決
ま
り
、夫
の
赴
任
地
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
と
い
う
。「
や
っ
ぱ
り
横
浜
ま
で

見
送
り
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
か
し
ら
」と
呟
く
妻
に
、夫

は「
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
か
ら
す
れ
ば
、こ
こ
が

見
送
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
」と
答
え
る
と
妻
も
頷

く
。沖
合
に
待
ち
構
え
る
船
が
姿
を
現
す
。夫
は
燈
火
の

ス
イ
ッ
チ
に
手
を
か
け
る
。灯
台
か
ら
の
燈
火
に
船
か
ら

は
ド
ラ
の
音
が
応
答
す
る（
娘
夫
婦
が
船
長
に
事
情
を

話
し
て
依
頼
を
し
て
い
た
）。

　
そ
の
間
、若
山
彰
の
同
名
の
主
題
歌

一
、
俺
ら
岬
の
灯
台
守
は
　
妻
と
二
人
で
沖
行
く
船
の

温
故

  

知
新
温
故

  

知
新

7.

　
私
が
子
ど
も
の
頃
、台
場
公

園
の
東
側（
今
で
は
昭
和
町
埋

立
地
に
な
る
が
）に
遠
浅
の
海
水

浴
場
が
広
が
っ
て
い
て
潮
干
狩

り
も
で
き
た
。そ
の
先
の
美
保
湾

側
に
突
き
出
た
堤
防
の
先
に
小

さ
な
灯
台
が
見
え
て
い
た
。逆
に
近
く
の
大
規
模
な
灯

台
と
い
え
ば
、島
根
半
島
の
先
端
、地
蔵
岬
に
あ
る
美
保

関
灯
台
で
あ
ろ
う
。こ
の
灯
台
は
、島
根
県
の
日
御
碕
に

も
立
派
な
灯
台
が
聳
え
て
い
る
が
、山
陰
地
方
初
の
本

格
的
な
灯
台
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
い
う
。

　
今
で
は
そ
の
先
に
隠
岐
の
島
々
も
霞
ん
で
見
え
る

雄
大
な
日
本
海
を
見
渡
せ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
し
て
も
賑

わ
っ
て
い
る
。そ
の
広
さ
や
周
辺
の
付
属
施
設
の
規
模
か

ら
し
て
、相
当
の
人
数
が
灯
台
を
守
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。美
保
関
か
ら
も
近
く
比
較
的
便
利
な
部
類
の
灯
台

だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
有
人
灯
台
は
、平
成
18
年（
２
０
０
６
年
）に

長
崎
県
の
五
島
列
島
の
女
島
灯
台
を
最
後
に
国
内
約

　
　
無
事
を
祈
っ
て
灯
を
か
ざ
す
　
灯
を
か
ざ
す

二
、
冬
が
来
た
ぞ
と
海
鳥
啼
け
ば
　
北
は
雪
国
吹
雪
の
夜
は

　
　
沖
に
霧
笛
が
呼
び
か
け
る
　
呼
び
か
け
る

三
、
離
れ
小
島
に
　
南
の
風
が
　
吹
け
ば
春
く
る

　
　
花
の
香
便
り
　
遠
い
故
里
思
い
出
す
　
思
い
出
す

四
、
星
を
数
え
て
波
の
音
き
い
て
　
共
に
過
ご
し
た
幾
歳
月
の

　
　
喜
び
悲
し
み
　
目
に
浮
か
ぶ
　
目
に
浮
か
ぶ

　
が
流
れ
、今
も
耳
に
深
く
残
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
場
面
は
有
沢
夫
妻
の
灯
台
守
生
活
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、２
人
の
退
職
後
の
生
活
を
暗
示
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
私
の
敬
愛
す
る
思
想
家
の「
魂
の
未
熟
な
国
民
に
は

民
主
主
義
は
無
理
だ
」と
の
考
え
に
触
れ
た
時
、何
故
か

こ
の
映
画
が
思
い
浮
か
ん
だ
。我
が
国
は
、第
二
次
世
界

大
戦
後
は
、「
自
由・
平
等・
人
権
」を
旗
印
に
掲
げ
て
き

た
為
、国
民
も
単
な
る「
路
傍
の
石
」で
は
我
慢
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
な
か
で
も
不
自
由
で
不
便
な
生

活
が
強
い
ら
れ
た
灯
台
守
の
生
活
に「
滅
私
奉
公
」の
精

神
が
だ
ぶ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
、家
内
に
先
立
た
れ
て「
独
居
老
人
」中
で
あ
る
。

大
阪
方
面
に
嫁
い
だ
娘
２
人
が
、月
に
１
回
程
度
帰
っ

て
、掃
除
・
洗
濯･

買
い
物
な
ど
を
や
っ
て
く
れ
る
が
、終

わ
れ
ば（
受
験
期
の
子
ど
も
も
抱
え
て
い
る
為
）そ
の
日

の
う
ち
に
帰
っ
て
行
く
。

　
灯
台
守
の
勤
務
の
中
で
も
絶
海
の
孤
島
、無
人
島
で

の
務
め
が
最
も
過
酷
で
あ
ろ
う
事
は
言
う
ま
で
も
あ
る

ま
い
。年
に
よ
っ
て
は
補
給
船
が
来
る
の
は
年
１
回
と
い

う
事
も
あ
る
と
い
う
。そ
れ
を
見
送
る
時
の
灯
台
守
の

心
を
察
せ
ん
と
す
れ
ば
、こ
ち
ら
の
心
ま
で
切
な
く
な

る
。

（
広
報
委
員
長

　安
田

　正
志
）

「
喜
び
も
悲
し
み
も

              

幾
歳
月
」
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上
道
五
葉
会
　戸
塚
　扶
美
子

素
晴
ら
し
き
一
生

　「あ
の
時
を
覚
え
て
い
ま
す
か
」

地
区
ク
ラ
ブ
の
活
動

　
上
道
町
会
館
ふ
れ
あ
い
の
家
で
は
こ
と
ぶ
き
ク

ラ
ブ
の
会
員
を
は
じ
め
利
用
者
全
員
で
、賑
や
か
な

忘
年
会
を
し
ま
し
た
。幼
少
時
代
や
結
婚
式
な
ど

の
節
目
節
目
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
衣

装
を
凝
ら
し
、遠
い
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
し

た
。特
に
結
婚
式
組
は
時
代
的
に
も
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
を
着
用
し
た
事
は
な
く
、ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
い
ざ
着
用
し
よ
う
と
す
る
と
、ド
レ
ス
が
細
く
て

苦
し
い
と
か
、腰
が
曲
が
っ
て
歩
く
の
が
大
変
だ
と

言
い
な
が
ら
も
皆
の
顔
は
笑
！
笑
！
終
始
笑
顔
で

し
た
。

チョット若く戻りすぎ

アドリブでほんとの夫婦みたいな会話(笑)

結婚式組はなんと5夫婦も登場

当時こんな立派なランドセルは無かったな あの時みんな若かった！
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３
３
０
０
カ
所
の
全
て
の
灯
台
か
ら
姿
を
消
し

た
と
い
う
。

　
有
人
灯
台
と
い
え
ば
、灯
台
守
の
生
活
を
描

い
た「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」と
い
う
映

画
が
思
い
出
さ
れ
る
。米
子
朝
日
町
の
映
画
館

（
朝
日
座
）で
、正
月
に
親
に
連
れ
ら
れ
て
見

に
行
っ
た
。そ
の
映
画
が
作
ら
れ
た
年
か
ら
逆

算
す
る
と
中
学
１
年
生
位
の
頃
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
の
記
憶
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
で
そ
の
映
画

を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
監
督
は
木
下
惠
介
、主
演
は
佐
田
啓
二
と

高
峰
秀
子
で
、灯
台
守
の
各
赴
任
地
で
の
春

夏
秋
冬
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い
る
。し

か
し
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
初
老
を
迎
え
た
有
沢
夫
妻（
佐
田
啓
二
と
高
峰
秀

子
）が
最
後
の
赴
任
地
と
な
っ
た
静
岡
県
の
御
前
崎
灯

台
に
佇
み
沖
合
を
行
く
外
航
船
を
待
ち
構
え
て
い
る
。

夫
妻
に
は
息
子
と
娘
の
２
人
の
子
供
が
い
た
が
、息
子

は
喧
嘩
が
も
と
で
既
に
亡
く
な
り
、残
さ
れ
た
娘
は
結

婚
が
決
ま
り
、夫
の
赴
任
地
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
と
い
う
。「
や
っ
ぱ
り
横
浜
ま
で

見
送
り
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
か
し
ら
」と
呟
く
妻
に
、夫

は「
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
か
ら
す
れ
ば
、こ
こ
が

見
送
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
」と
答
え
る
と
妻
も
頷

く
。沖
合
に
待
ち
構
え
る
船
が
姿
を
現
す
。夫
は
燈
火
の

ス
イ
ッ
チ
に
手
を
か
け
る
。灯
台
か
ら
の
燈
火
に
船
か
ら

は
ド
ラ
の
音
が
応
答
す
る（
娘
夫
婦
が
船
長
に
事
情
を

話
し
て
依
頼
を
し
て
い
た
）。

　
そ
の
間
、若
山
彰
の
同
名
の
主
題
歌

一
、
俺
ら
岬
の
灯
台
守
は
　
妻
と
二
人
で
沖
行
く
船
の

温
故

  
知
新
温
故

  
知
新

7.

　
私
が
子
ど
も
の
頃
、台
場
公

園
の
東
側（
今
で
は
昭
和
町
埋

立
地
に
な
る
が
）に
遠
浅
の
海
水

浴
場
が
広
が
っ
て
い
て
潮
干
狩

り
も
で
き
た
。そ
の
先
の
美
保
湾

側
に
突
き
出
た
堤
防
の
先
に
小

さ
な
灯
台
が
見
え
て
い
た
。逆
に
近
く
の
大
規
模
な
灯

台
と
い
え
ば
、島
根
半
島
の
先
端
、地
蔵
岬
に
あ
る
美
保

関
灯
台
で
あ
ろ
う
。こ
の
灯
台
は
、島
根
県
の
日
御
碕
に

も
立
派
な
灯
台
が
聳
え
て
い
る
が
、山
陰
地
方
初
の
本

格
的
な
灯
台
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
い
う
。

　
今
で
は
そ
の
先
に
隠
岐
の
島
々
も
霞
ん
で
見
え
る

雄
大
な
日
本
海
を
見
渡
せ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
し
て
も
賑

わ
っ
て
い
る
。そ
の
広
さ
や
周
辺
の
付
属
施
設
の
規
模
か

ら
し
て
、相
当
の
人
数
が
灯
台
を
守
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。美
保
関
か
ら
も
近
く
比
較
的
便
利
な
部
類
の
灯
台

だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
有
人
灯
台
は
、平
成
18
年（
２
０
０
６
年
）に

長
崎
県
の
五
島
列
島
の
女
島
灯
台
を
最
後
に
国
内
約

　
　
無
事
を
祈
っ
て
灯
を
か
ざ
す
　
灯
を
か
ざ
す

二
、
冬
が
来
た
ぞ
と
海
鳥
啼
け
ば
　
北
は
雪
国
吹
雪
の
夜
は

　
　
沖
に
霧
笛
が
呼
び
か
け
る
　
呼
び
か
け
る

三
、
離
れ
小
島
に
　
南
の
風
が
　
吹
け
ば
春
く
る

　
　
花
の
香
便
り
　
遠
い
故
里
思
い
出
す
　
思
い
出
す

四
、
星
を
数
え
て
波
の
音
き
い
て
　
共
に
過
ご
し
た
幾
歳
月
の

　
　
喜
び
悲
し
み
　
目
に
浮
か
ぶ
　
目
に
浮
か
ぶ

　
が
流
れ
、今
も
耳
に
深
く
残
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
場
面
は
有
沢
夫
妻
の
灯
台
守
生
活
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、２
人
の
退
職
後
の
生
活
を
暗
示
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
私
の
敬
愛
す
る
思
想
家
の「
魂
の
未
熟
な
国
民
に
は

民
主
主
義
は
無
理
だ
」と
の
考
え
に
触
れ
た
時
、何
故
か

こ
の
映
画
が
思
い
浮
か
ん
だ
。我
が
国
は
、第
二
次
世
界

大
戦
後
は
、「
自
由・
平
等・
人
権
」を
旗
印
に
掲
げ
て
き

た
為
、国
民
も
単
な
る「
路
傍
の
石
」で
は
我
慢
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
な
か
で
も
不
自
由
で
不
便
な
生

活
が
強
い
ら
れ
た
灯
台
守
の
生
活
に「
滅
私
奉
公
」の
精

神
が
だ
ぶ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
、家
内
に
先
立
た
れ
て「
独
居
老
人
」中
で
あ
る
。

大
阪
方
面
に
嫁
い
だ
娘
２
人
が
、月
に
１
回
程
度
帰
っ

て
、掃
除
・
洗
濯･

買
い
物
な
ど
を
や
っ
て
く
れ
る
が
、終

わ
れ
ば（
受
験
期
の
子
ど
も
も
抱
え
て
い
る
為
）そ
の
日

の
う
ち
に
帰
っ
て
行
く
。

　
灯
台
守
の
勤
務
の
中
で
も
絶
海
の
孤
島
、無
人
島
で

の
務
め
が
最
も
過
酷
で
あ
ろ
う
事
は
言
う
ま
で
も
あ
る

ま
い
。年
に
よ
っ
て
は
補
給
船
が
来
る
の
は
年
１
回
と
い

う
事
も
あ
る
と
い
う
。そ
れ
を
見
送
る
時
の
灯
台
守
の

心
を
察
せ
ん
と
す
れ
ば
、こ
ち
ら
の
心
ま
で
切
な
く
な

る
。

（
広
報
委
員
長
　安
田

　正
志
）

「
喜
び
も
悲
し
み
も

              

幾
歳
月
」



　広報委員会の仲間である誠道町の岡野貞俊さんの訃報を一月に聞きびっくりした。本人から
体調を崩していると聞いていたが，あまりに早い別れであった。もっと長く一緒にと思わせるよ
うな人柄であった。世の無常を思わざるを得ない。奇しくも、「ことぶき第58号」の［潮風］（2
ページ）に記載されている『三方よし』が、岡野さんの貴重な遺稿になってしまった。今となっ
てはご冥福を祈るのみである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会）
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芸

欄

俳
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外
江
海
峡
句
会

ど
の
顔
も
秀
才
ら
し
く
受
験
生

板
倉

　弘
明（
外
江
町
）

電
柱
の
北
面
の
み
や
雪
化
粧

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

前
向
き
な
言
葉
並
べ
て
初
硯

足
立

　春
美（
外
江
町
）

お
だ
や
か
な
団
ら
ん
の
時
年
始
め

渡
部

　瑞
子（
日
ノ
出
町
）

赤
貝
の
煮
つ
け
大
皿
母
の
味

篠
原

　道
江（
元

　町
）

　

 

余
子
俳
句
同
好
会

寒
桜
ま
だ
か
ま
だ
か
と
傘さ

ん
じ
ゅ
び
と

寿
人

池
淵

　靖
夫（
中
野
町
）

行
く
雲
に
糸
か
け
凧
と
す
る
遊
び

大
谷

　和
三（
竹
内
町
）

百
幹
の
竹
の
ざ
わ
め
き
彼ひ

が

ん岸
西に

　
し風

坂
井

　貴
子（
竹
内
町
）

春
立
つ
や
さ
て
何
を
す
る
こ
の
先
は

大
隅

　
　静（
竹
内
町
）

　

 

潮
騒
俳
句
会

接
岸
の
巨
船
に
春
光
惜
し
み
な
く

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

み
ど
り
児
の
知
恵
の
ふ
く
ら
む
芽
吹
か
な

出
木

　俊
子（
馬
場
崎
町
）

早
春
の
調
べ
奏
づ
る
村
の
川 

坂
井

　貴
子（
竹
内
町
）

春
疾は

や

て風
バ
ス
待
ち
刻
の
み
だ
れ
髪

渡
部

　瑞
子（
日
ノ
出
町
）

俳
人
に
覗
き
込
ま
れ
て
水
ぬ
る
む

大
谷

　和
三（
竹
内
町
）

川
柳　

 

境
港
さ
つ
き
川
柳
会

初
日
の
出
昭
和
百
年
我
九
十

門
永

　慈
子（
上
道
町
）

初
誕
生
大
物
に
な
る
こ
の
笑
顔

遠
藤

　
　量（
外
江
町
）

老
い
て
こ
そ
幼
な
な
じ
み
の
ま
ん
ま
ご
と

永
見

　泰
二（
新
屋
町
）

さ
い
わ
い
を
ぐ
る
巻
き
に
し
て
巳
が
包
む

渋
谷

　博
子（
上
道
町
）

ト
ラ
ン
プ
氏
次
々
花
火
自
己
主
張

徳
尾

　
　勝（
上
道
町
）

ト
ラ
ン
プ
に
や
っ
て
た
ま
る
か
平
和
賞

由
浪

　容
子（
誠
道
町
）

亡
母
の
面
巡
り
め
ぐ
っ
て
我
が
顔
に

門
永

　清
美（
蓮
池
町
）

ち
ぎ
れ
雲
そ
の
ま
ま
で
ゆ
け
そ
れ
が
好
き

南
家

　朝
子（
渡

　町
）

初
詣
行
け
ぬ
老
身
神
に
わ
び

中
井

　一
榮（
上
道
町
）

花
巡
り
境
台
場
も
お
気
に
入
る

篠
原

　道
江（
元

　町
）

干
支
人
形
自
分
の
た
め
に
買
い
ま
し
た

田
口

　清
子（
松
ケ
枝
町
）

一
服
に
思
わ
ず
み
か
ん
手
が
伸
び
る

雲
内

　恭
子（
渡

　町
）

野
菜
高
騰
キ
ャ
ベ
ツ
一
玉
躊
躇
す
る

伊
野
美
津
子（
馬
場
崎
町
）

蕗
の
と
う
春
が
巡
っ
て
顔
を
出
す

熊
川
よ
し
の（
竹
内
町
）

ホームページは
コチラから
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